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Abstract

A novel avalanche pulse generator utilizing transmission- 

lines was designed, constructed and tested* This pulse 

generator has the merit of low voltage operation and of low rise 

time degradation at increasing output voltage, The test results 

are the following %

1 ) rise time: less than 60〇（pS)

2) pulse w i d t h : 1.2(nS)

3) output voltage: 280(V) at 400(V) supply voltage.

L は じ め に

ト ラ ン ジ ス タ ー の ア バ ラ ン シ ェ 動 作 を 利 用 し た パ ル ス 発 生 器 は 、 高速のパ ルス  

を 得 る こ と が で き る た め 、 電 子 銃 駆 動 用 と し て 用 い ら れ る 外 、 他 の 多 く の 分 野 で 利  

用 さ れ て い る 。 一 般 に 高 い 出 力 電 圧 を 発 生 さ せ る た め に 、 ト ラ ン ジ ス タ ー を 直 列  

に 積 み t げ る 方 式 が 採 用 さ れ て き た 。 し か し な が ら 、 こ の 方 式 で は 積 み 上 げ る ト  

ラ ン ジ ス ダ ー の 個 数 に 比 例 し 、 立 ち 上 が り 時 間 が 長 く な る こ と 、 パ ル ス 幅 が 広 が る  

こ と な ど が 無 視 で き な く な る 。 ま た 、 出 力 電 压 の 2 〜 3 倍 程 度 の 電 源 電 圧 が 必 要  

で あ る た め 、 通 常 は 供 給 電 圧 に 1 0 0 0 ( V ) 前 後 の 電 源 装 置 が 要 求 さ れ る 。

著 者 ら は 、 数 個 の パ ル ス 発 生 器 を 異 な る 時 刻 で 動 作 さ せ 、 そ の 出 力 を 伝 送 線 路  

上 で 波 動 と し て 重 ね 合 わ せ る 方 式 を 考 案 し た 。 こ の 方 法 に よ れ ば 、 電 源 電 圧 に 近  

い 出 力 電 圧 を 得 る こ と 、 立 ち 上 が り 時 間 、 パ ル ス 幅 の 劣 化 を 招 く こ と な く 、 出力電  

圧 を 増 大 さ せ る こ と が 期 待 で き る 。 本 報 で は 、 原 理 、 試 作 と そ の 性 能 試 験 の 結 果  

を 報 告 す る 。



2 . 動作原理

図 1 ) は、 動 作 原 理 を 確 認  

す る た め の 回 路 で 、 3 個のパル  

ス 発 生 器 と 2 本 の 伝 送 線 路 で 構  

成 さ れ て い る 。 ト リ ガ 一 信 号  

は ト リ ガ 一 用 伝 送 線 路 を 伝 搬 し 、 

N o ♦ 1 の パ ル ス 発 生 器 を 動 作  

さ せ る 。 発 生 し た 出 力 は 、 出 

力 伝 送 線 路 上 を 点 ① か ら 左右に  

進 行 す る が 、 左 方 向 の 信 号 は 終  

端 抵 抗 R o に 吸 収 さ れ る 。 右 

方 向 へ 伝 搬 す る 信 号 が 、 点②へ  

達 す る 時 点 で 、 ト リ ガ ー 信 号 も  

点 ② ’へ 達 し 、 N o • 2 の回路

が 作 動 、 出 力 が 発 生 し 、 点①か  

ら 進 行 し て き た 信 号 に 重 畳 す る 。
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その出力波形。
a ) : 各パ ル サ ー の 出力波形、
b ) :重ね合わせた出力波形。 
CH：2(nS/div), V:20(V/div)]

以 下 同 様 に 、 伝 搬 時 間 差 △ t の 間 隔 で 回 路 が 作  

動 し 、 新 た な 出 力 が 過 廳 涯 ■■信:音 に 積 み 上 げ ら れ て い く 。 図 1 a ) は、 各々の  

パ ル ス 発 生 器 の 出 力 で あ り 、 図 1 b ) は、 そ れ ら を 重 ね 合 わ せ た 出 力 波 形 で あ る 。

3 . 試 作 と 性 能 試 験

試 作 回 路 を 図 2 ) に 示 す 。 試 作 に あ た り 、 1 ス テ ー ジ 当 り の 出 力 を 增 加 さ せ  

夕 一 3 個 の 直 列 回 路 を 採 用 し た 。 ま た 、 全 ス テ ー ジ 数 は 、 5  

ト リ ガ ー 素 子 と し て 、 ア バ ラ ン シ エ ト ラ ン ジ ス タ ー を 用 い 、 7X型減衰  

ベ ル を 調 整 し た 。 伝 送 線 路 は 、 同 一 基 板 上 に 制 作 し た マ イ ク  

[ Z o = 5 0  ( Q ) ] で あ る 。 各 ス テ ー ジ の 出 力 点 で の 出

e ) に 示 す 。 出 力 電 圧 尖 頭 値 は 、 V peak = 2 8  0 ( V ) 、 立 

r i s e  = 6 0 0 ( p S ) で あ っ た 。 こ の と き の 供 給 電 圧 は 、

る た め 、 卜ラ ンジ

段 と し た o 卜リ

器 に よ り 卜 ガ ー

n ス ト V 、ソ ブ ラ イ

力波形を 図 2 a )

ぢ 上がり 時 間 は、

4  0 0 ( V ) であ
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図 ， 2 試作したパルス回路と、 各出力点a ) 〜 e ) で重畳した出  
力波形。 [H:2(nS/div〉， V：40(V/div)]

4 • お わ り に

ア バ ラ ン シ エ パ ル ス 発 生 器 の 出 力 パ ル ス 信 号 を 波 動 と し て 扱 う こ と に よ り 、 伝 

送 線 路 上 で の 信 号 の 重 ね 合 わ せ を 試 み た 。 従 来 の 方 式 を 高 イ ン ピ ー ダ ン ス 動 作 と  

見 る な ら ば 、 本 方 式 は 低 イ ン ビ ー ダ ン ス 動 作 と も み れ る 。 並 列 回 路 と の 違 い は 、 

異 な る 時 刻 に 各 回 路 が 独 立 に 作 動 す る こ と で あ る 。 試 作 器 で は 、 供 給 電 圧 に 近 い  

4 0 0 ( V ) 前 後 の 出 力 を 予 想 し て 制 作 し た が 、 出 力 電 圧 2 8 0 ( V ) と 低 い 値 に  

な っ た 。 主 な 原 因 は 、 線 路 と ス テ ー ジ 、 あ る い は ス テ ー ジ 間 の 不 整 合 に よ る も の  

と お も わ れ る 。 引 き 続 き 詳 細 な 研 究 を 続 け て い く 予 定 で あ る 。


